











































































































































































































































































































































































































・ 厚生労働省「今後の高齢化の進展 ～ 2025年の超高齢社会
像～」（www.mhlw.go.jp/shingi/2006/09/dl/s0927-8e.pdf）
ⅰ 斎藤は、社会的連帯を維持する理由として①生のリスク
②生の偶然性③受苦への感応④生の複数性という４つの
理由を検討している。
 ①に関しては、自らが将来直面するかもしれない諸々の
リスクに対して、自らや自らの家族・親族だけでは十分
に対応できない。現在、人々はほぼ同じような確率で生
のリスクに曝されるという「リスクの対照性」とでもい
うべき想定がある。
 ②に関して、生のリスクは自己中心的な対応を想定して
いるが対照的に自らの生の偶然性に対する認識は、そう
した自己中心性に対する相対化を迫るものである。
 ③は、人間が他者の心身に加えられる残虐な振る舞いが、
決して例外ではないことを承知している。
 ④に関しては、生の保障は人々が自らの生をより自由に
生きることを可能とし、その生の多様性を導くというこ
とである。
